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■本計画の役割・目的
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全国的に少子高齢化が進行する中、西郷村においても児童生徒数の減少が緩やか

に進んでおり、学校施設の老朽化も顕在化しています。加えて、情報化・国際化

の進展により、学校教育には多様な教育ニーズへの対応や新たな教育的取り組み

が求められています。

こうした状況を踏まえ、西郷村教育委員会では、村民の皆様のご意見を伺いなが

ら、西郷村の未来を担う子どもたちに質の高い望ましい教育環境を提供するため、

基本構想及びグランドデザインを策定することとしました。

１．望ましい教育環境のあり方に関する方針の役割・目的
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■学校規模適正化に向けた議論の経緯

年度 論点

2022年度
（令和4年度）

第1回西郷村学校適正化配置検討委員会

①学校適正化配置検討委員会における検討事項について

第2回西郷村学校適正化配置検討委員会

①学校適正化配置検討委員会の進め方

②背景・目的の整理、小中学校の現状把握と将来予想
2023年度
（令和5年度）

第3回西郷村学校適正化配置検討委員会

①学校規模適正化の方針と必要性の検討

②学校毎における現状、課題の共有

③学校規模に関する検討

第4回西郷村学校適正化配置検討委員会

①学校適正配置の考え方、配置案、方向性について

②提言内容の検討

西郷村学校適正化配置検討委員会から教育委員会へ

提言書を提出

村長、村議会へ提言書の内容を報告

１．望ましい教育環境のあり方に関する方針の役割・目的



〇今後10年～20年

西郷村立小中学校における学校規模の適正化・適正配置にかかる提言

■再編時期

・西郷村の小中学校の適正な規模、配置等今後あるべき姿について、次の提言が

なされました。

① 小学校 計３校とするのが望ましい

〇熊倉小学校と羽太小学校を統合

〇小田倉小学校と川谷小学校を統合

〇米小学校は存続。将来的には再編を検討

② 中学校 計１校とするのが望ましい

〇西郷第一中学校、西郷第二中学校、川谷中学校を統合

■統合案
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１．望ましい教育環境のあり方に関する方針の役割・目的



西郷村立小中学校における学校規模の適正化・適正配置にかかる提言

① 小規模校に関する意見

・人間関係の構築において悩みや不安など、色々な悩み・事情を抱える子供た

ちにとって少人数での教育環境にニーズがあることなど、小規模校におけるメ

リットについて十分考慮すること。

② 距離等に関する意見

・学校配置適正化による遠距離通学者の体力・精神的負担に配慮し、学校配置、

通学方法を慎重に検討すること。

③ 廃止した学校施設等についての意見

・学校とは地域コミュニティの核であることから、廃校により地域の衰退を招

くことのないよう、地元の意見や、他市町村における先進的取り組みを幅広く

参考にしながら、有効活用について検討すること。

・西郷村の小中学校の適正な規模、配置等今後あるべき姿について、次の提言が

なされました。

■学校の適正化を進めるにあたっての意見
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１．望ましい教育環境のあり方に関する方針の役割・目的



図 小学校の児童数の推移

（１）児童・生徒数、学級数の見通し
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①小学校

２．西郷村教育環境の現状

・小学校児童数は、令和４年をピークに緩やかな減少傾向、今後も減少傾向が

続くと見込まれています。
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（１）児童・生徒数、学級数の見通し
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①小学校

２．西郷村教育環境の現状

・学級数は、熊倉小及び小田倉小で、今後も標準規模（12学級）を確保できる見

通しです。

・米小、羽太小、川谷小は、現在も標準規模を下回っています。

・川谷小は全学年複式学級、羽太小では一部の学年が複式学級となっています。
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（１）児童・生徒数、学級数の見通し
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②中学校

２．西郷村教育環境の現状

・中学校生徒数は、令和5年をピークに横ばいとなり、今後は、緩やかな減少傾

向となると見込まれています。
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図 中学校の学級数
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②中学校

２．西郷村教育環境の現状

・学級数は、西郷一中は、令和16年度以降減少し、標準規模を下回る見通しです。

・西郷二中は、現在、標準規模（12学級）を下回っており、今後も学級数が減少

する見通しです。

・川谷中学校は、標準規模（12学級）を下回るものの単式学級ですが、令和11

年度より複式学級となる見通しです。

標準規模

赤字：複式学級



・常設の部活動は、西郷第一中学校及び第二中学校で12種類、川谷中学校で２種

類となっています。

・生徒数の減少にともない、チーム競技は自校のみではチームを編成することが

困難になることが懸念されます。

・部活動の地域移行の取組として、NPO法人西の郷スポーツクラブを通した地域

クラブ活動や各校の外部指導者による合同部活動を実施しています。

表 村立中学校の部活動加入状況（令和7年現在）
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２．西郷村教育環境の現状

（１）児童・生徒数、学級数の見通し

③部活動の状況

西郷第一 西郷第二 川谷
（参考）

部活動地域移行

運動部 9種類 9種類 2種類 7種類

文化部 3種類 ３種類 －



図 小中学校の位置・学区
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２．西郷村教育環境の現状

（２）学校の位置、通学区域の状況

・西郷一中は、熊倉小、米小、羽太小の３校の通学区域を統合した区域です。

・下新田地区（新白河駅周辺）は、白河市の小中学校への通学がみられます。

・川谷小・中学校では、複式学級解消を目的とした特認校制度を導入しています。



表 小学校の学校施設の築年数（令和７年度） 表 中学校の学校施設の築年数（令和７年度）

（３）学校施設の老朽化

２．西郷村教育環境の現状
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教室棟 屋内運動場

建築年 築年数 建築年 築年数

熊倉 平成4年 33年 平成7年 30年

小田倉 昭和55年 45年 昭和45年 55年

米 平成2年 35年 平成３年 34年

羽太 昭和60年 40年 昭和51年 49年

川谷 昭和63年 37年 － －

教室棟 屋内運動場

建築年 築年数 建築年 築年数

西郷
第一

昭和51年 49年 平成24年 13年

西郷
第二

平成11年 26年 平成14年 23年

川谷 昭和63年 37年 昭和45年 55年

・教室棟は、小田倉小が築45年、西郷一中が築49年、羽太小が築40年と老朽化

が進行しています。

・屋内運動場では、小田倉小及び川谷小・中が築55年、羽太小が築49年と老朽

化が進行しています。



３．学校教育環境を取り巻く環境変化
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（１）令和の日本型学校教育の姿

・急速に変化する社会に対応し、すべての子供たちが自分の可能性を最大限に発

揮できるような教育の在り方を示しています。

出典：中央教育審議会「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）（令和３年）」



（１）ＰＴＡ・教職員ワークショップ

４．村民の意向
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・ＰＴＡや教職員を対象としたワークショップを実施し、西郷村の教育環境の

将来像を話し合いました。

・「子どもたちの将来像」として、基礎的な学力の定着、他者理解、楽しく健

康的に体を動かすこと、安全・安心な生活環境などが望まれており、「望まし

い教育環境のあり方」として、個別最適な学習機会、体験活動、学年・学校を

越えた多様な交流、多様な運動機会などが必要とされています。

学校 日時 場所 参加者数

熊倉小学校 令和7年2月18日 14:30-16:30 会議室 13名

小田倉小学校 令和7年2月26日 15:00-16:30 食堂 11名

米小学校 令和7年2月28日 15:00-16:30 視聴覚室 12名

羽太小学校 令和7年2月13日 18:00-19:30 コミュニティルー
ム

10名

西郷第一中学校 令和7年2月21日 18:00-20:00 図書室 16名

西郷第二中学校 令和7年2月17日 16:00-18:00 会議室 8名

川谷小・中学校 令和7年2月15日 10:35-12:25 小学校図書室 9名

表 ＰＴＡ・教職員ワークショップ開催概要



（１）ＰＴＡ・教職員ワークショップ

４．村民の意向
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図 「テーマ１ 西郷村の教育環境の良いところ・特徴は？」のまとめ

学校 ●タブレットや電子黒板などのICT関連設備が充実しており、デジタルを活用
した教育環境が充実している。

●トイレが整備されており、子どもたちの快適な学校生活につながっている。

●図書司書やALT、ICT支援員などの専門人材が充実しており、学校環境の向
上や教員の負担軽減につながっている。

●小学校でなすかしの森でのセカンドスクールが実施されており、子どもた
ちが多様な学びを得られる機会がある。



（１）ＰＴＡ・教職員ワークショップ

４．村民の意向
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図 「テーマ１ 西郷村の教育環境の良いところ・特徴は？」のまとめ

●登下校時の見守り隊や読み聞かせボランティアなど、地域住民が積極
的に教育に関わっている。

●農業体験や地域探検、職業体験など、西郷村の魅力を子どもたちが体
験しながら学べる機会がある。

●新幹線や高速ICがあるなど交通の便がよく、他地域と連携した様々な取
り組みが行える可能性がある。

●学校の備品や設備等に対して村の教育委員会が迅速に対応している。

●教育に対する予算が多く、給食費の無料化や施設整備といった支援が
充実している。

地域

●学校行事や奉仕作業など、教育に対して積極的に協力していただい
ている保護者の方が多い。

家庭



４．村民の意向
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図 「テーマ２ 今後の西郷村での教育に期待することは？」のまとめ

（１）ＰＴＡ・教職員ワークショップ

学力

心力 体力

みんなで考えて課題解決できる
・グループワークなどの集団での活動

他者を理解・許容できる
・学年を超えた交流や、他校の子
どもたちと交流できる機会・場

自分事として物事を捉えられる
・子どもが主体となれる行事・イベント

個性を表現できる
自分を肯定できる

・特別活動（行事や学外学習）の充実

楽しく体を動かし健康的
体力がある

・多様な部活動・クラブ活動
・地域人材、専門人材による専門的な指導
・冬季の運動機会充実
・子どもたちが歩いて登校できる環境

西郷村が好き
・地域学習の強化

人や物を大事にできる
・道徳学習の強化
・SNS教育の推進

心身共に健康
・SCなど相談体制の充実
・質の高い給食
・子どもたちの居場所づくり

学力を生活に活かせる
・学外学習・体験機会の充実

安全・安心に過ごす
・学校のセキュリティ強化
・子ども見守り隊の継続
・放課後も安全に過ごせる場所

基礎的な学力がある
・個人の特性に合わせた教育
・使いやすい施設・設備
・専門的な教師・他校との連携
・ICTの活用
・家庭学習の定着

自分で進路が決められる
夢や目標がある

・地域産業と連携した学習
・自分の将来を考える機会

国際化に対応できる
・オンラインでの英語教育
・ICTの活用

学校

地域

家庭

自ら進んで行動する
・やりたいこと・好きなこと
に挑戦できる環境

決断力・判断力がある

しなやかで諦めない気持ちを持つ

対応する教育環境の
あり方について
整理が必要な意見



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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・西郷村の望ましい教育環境のあり方を検討するため、保護者の方や地域の方の

教育環境に関するニーズや考え方を把握することを目的としてアンケート調査

を実施しました。

対象者
0歳～15歳（中学3年生）までのお子さんのいる保護者の方全員 1,666名
上記の方以外で、18歳～79歳の住民から無作為抽出した方 2,000名

回答方法 回答用紙の返送・Web回答の併用

実施期間 令和７年7月16日～8月18日

回収率 27.4%（3，666票配布、1,002票回収、※7通不達）

表 村民アンケート実施概要

①実施概要



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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②あなたが期待する西郷村の子どもたちの将来の姿

・「社会規範を身につけ、物事の善悪が判断できる」など、社会性を身につけるこ

とに対することが望まれています。
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社会規範を身につけ、物事の善悪が判断できる

礼儀正しく、相手を思いやることができる

自分で考え、判断し、行動することができる

心身共に健康に生活できる

自分のことに責任をもって行動することができる

周囲の人と協力し合いながら物事を進めることができる

自分の知識・技術で、経済的に自立した生活ができる

困難に負けず、粘り強く物事に取り組むことができる

個性を発揮し、自分の夢を実現できる

異なる文化や言語をもつ人たちとコミュニケーションを図ることができる

情報モラルを含め、コンピュータ等の情報手段を適切に活用することができる

社会や周囲の人の役に立つことができる

自分で新しい道を切り拓いていくことができる

リーダーシップを発揮し、集団をまとめ、引っ張っていくことができる

その他

質問4
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基礎的な学力を確実に身につける授業等

の実施

自ら学び自ら考える力を身につけられる

よう、児童生徒主体の活動を充実するこ

と

全ての児童生徒がより分かりやすく安心

して受けられる授業等を実践すること

個に応じたきめ細やかな指導の実施

習熟度別指導など、学習到達度に応じた

授業等の実施

小学校高学年における教科担任制による

専門性の高い授業の実施

その他

（1）学力に関する取り組み

（２）村民アンケート

４．村民の意向
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③力を入れて取り組んでほしい教育

・【学力】「基礎的な学力を確実に身につける授業等の実施」、「自ら学び自ら

考える力を身につけられるよう、児童生徒主体の活動を充実すること」が望ま

れています。



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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③力を入れて取り組んでほしい教育

・【心力】「将来に夢や希望がもてるようにキャリア教育、職業体験などの社会

体験活動を充実すること」、「いじめの積極的な認知と情報共有などに努め、

いじめのない集団づくりや人権教育を推進すること」が望まれています。
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将来に夢や希望がもてるようにキャリア教

育、職業体験などの社会体験活動を充実す

ること

いじめの積極的な認知と情報共有などに努

め、いじめのない集団づくりや人権教育を

推進すること

協力してよりよい学校生活を築こうとする

自主的・実践的な態度を育成するために、

学校行事の充実を図ること

学級や学年の枠を超えて切磋琢磨すること

によって、人間関係の構築を図ること

「特別の授業道徳」を要として、学校の教育

活動全体を通じて、道徳教育の充実を図る

こと

西郷村の歴史・文化を学び、ふるさとに愛

着をもてるようにすること

その他

（2）心力に関する取り組み



（２）村民アンケート

４．村民の意向

22

③力を入れて取り組んでほしい教育

・【体力】「体育の授業の充実、部活動・クラブ活動を通じて、体力向上を図る

こと」、「子どもたちがやりたいと思う部活動を備え、選択できること」が望

まれています。
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体育の授業の充実、部活動・クラブ活動を通

じて、体力向上を図ること

子どもたちがやりたいと思う部活動を備え、

選択できること

子どもたちが参加できる、地域でのスポーツ・

文化活動を充実させること

健康の保持増進のため、保健衛生教育（歯科、

肥満対策など）を充実させること

学校と家庭と連携するなどして、食育の充実

を図ること

その他

（3）体力に関する取り組み



（２）村民アンケート

４．村民の意向

23

③力を入れて取り組んでほしい教育

・【特色ある取組】「外国語によるコミュニケーション能力の育成や多様性の理

解を図れるよう外国語教育を充実すること」が望まれています。
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0 200 400 600

外国語によるコミュニケーション能力の育成や多

様性の理解を図れるよう外国語教育を充実する

こと

学校と公民館、図書館、スポーツ施設などと複合

化した施設で、授業や部活動に加え、地域の方が

活用できる「学びの拠点」としていくこと

情報活用能力の育成を図り、情報化社会に対応で

きるようICT機器を活用した授業等を推進するこ

と

不登校の児童生徒の学びの場を確保し、学びたい

と思ったときに学べる環境（教育支援センター）を

整備すること

義務教育9年間を見通した教育活動ができるよう

小中学校の垣根を超えた一貫教育を実施するこ

と

ミシンボランティア、読み聞かせ、農業体験など、

地域と学校の連携・協働を図りながら地域の力を

学校教育に活かすこと

その他

（4）特色ある取り組み
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38.9%

40.5%
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川谷小学校区

その他・村外等

総計

ぜひ対策が必要である できれば対策が必要である どちらとも言えない 対策は必要ない

（２）村民アンケート

４．村民の意向
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④西郷村の小学校の課題に対する対策の必要性

・「ぜひ対策が必要」、「できれば対策が必要」と回答した方を合わせると、

78.8％となっています。

・児童数の少ない川谷小学校区や羽太小学校区では、「ぜひ対策が必要」と考え

る人の割合が高くなっています。
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その他・村外等

総計

賛成である おおむね賛成である どちらとも言えない 反対である

（２）村民アンケート

４．村民の意向
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⑤将来的な小学校の統合について

・「賛成である」、「おおむね賛成である」と回答した方を合わせると、67.4％

となっています。

・羽太小学校区で「賛成である」と回答した方の割合が高くなっています。



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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⑤将来的な小学校の統合について

・賛成の理由としては、「人間関係の構築」、「学校環境の改善」が期待されて

います。
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0 200 400

人間関係の構築（クラス替えができ

る、多様な考えに触れることで社会

性が育まれるなど）

学校環境の改善（教職員が増える、

多様な指導形態や学校運営の改善

が図られるなど）

少子化のためやむを得ない

学校施設・設備の充実（教育予算の

集中投資ができるようになるなど）

学校行事の充実（集団活動などの教

育効果が上がるなど）

PTA活動の環境改善（活動の充実が

図れる、保護者1人あたりの負担が

軽減されるなど）

その他

質問8



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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⑥西郷村の中学校の課題に対する対策の必要性

・「ぜひ対策が必要」、「できれば対策が必要」と回答した方を合わせると、

85.9％となっています。

・羽太小学校区では、「ぜひ対策が必要」と考える人の割合が高くなっています。
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ぜひ対策が必要である できれば対策が必要である どちらとも言えない 対策は必要ない
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総計

賛成である おおむね賛成である どちらとも言えない 反対である

（２）村民アンケート

４．村民の意向
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⑦将来的な中学校の統合について

・「賛成である」、「おおむね賛成である」と回答した方を合わせると、66.1％

となっています。

・川谷小学校区で、「賛成である」、「おおむね賛成である」と回答した方の割

合が高くなっています。
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賛成である おおむね賛成である どちらとも言えない 反対である



（２）村民アンケート

４．村民の意向
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⑦将来的な中学校の統合について

・賛成の理由としては、「学校環境の改善」、「人間関係の構築」、「部活動・

学校行事の充実」が期待されています。

350

268

255

165

153

14

6

0 200 400

学校環境の改善（教職員が増える、

多様な指導形態や学校運営の改善

が図られるなど）

人間関係の構築（クラス替えができ

る、多様な考えに触れることで社会

性が育まれるなど）

部活動・学校行事の充実（部活動の

種類が増える、集団活動などの教

育効果が上がるなど）

学校施設・設備の充実（教育予算の

集中投資ができるようになるなど）

少子化のためやむを得ない

PTA活動の環境改善（活動の充実が

図れる、保護者1人あたりの負担が

軽減されるなど）

その他

質問13 「賛成である」、「おおむね賛成である」を

選択された理由として、あなたの考えに近いもの

をお答えください（2つまで選択）



５．中学生の意向
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・西郷村の望ましい教育環境のあり方を検討するため、中学生の教育環境に関す

るニーズや考え方を把握することを目的としてアンケート調査を実施しました。

対象者

西郷第一中学校 3年生 121名

西郷第二中学校 2年生 58名

川谷中学校 1、2、3年生 27名

回答方法 Web回答

実施期間 令和７年6月17日～7月1日

表 村民アンケート実施概要

①実施概要

（１）中学生アンケート



（１）中学生アンケート

５．中学生の意向
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② 勉強がもっと楽しくなったり、やりやすくなったりするために必要なこと

・３校共通して「放課後や休日に、友達と勉強やおしゃべりができる場所がほし

い」が望まれています。

西郷第一中学校 西郷第二中学校 川谷中学校

1．クラスの人数を少なくしてほしい 8.6% 6.9% 0.0%

2．わからないところをわかるまでしっかりと教えてほしい 45.7% 41.4% 19.0%

3．もっと難しい内容や関連する課題などをさらに学べるようにしてほしい 13.8% 24.1% 19.0%

4．みんなで同じ内容を学ぶだけでなく、それぞれが興味のあることを選んで学べるよ
うにしてほしい

23.3% 31.0% 28.6%

5．ひとりで集中して勉強したい 16.4% 8.6% 9.5%

6．みんなで話し合って考えを深めたい 36.2% 44.8% 71.4%

7．勉強する方法を自分で選べるようにしてほしい 24.1% 29.3% 28.6%

8．タブレットを使った学習をもっとふやしてほしい 37.1% 51.7% 28.6%

9．職場体験など、将来の職業を考える学習をふやしてほしい 37.9% 43.1% 38.1%

10．自然学習や農業等の様々な体験学習をふやしてほしい 20.7% 44.8% 38.1%

11．他の学年や他の学校の生徒と交流する機会をふやしてほしい 29.3% 46.6% 23.8%

12．生徒が自分たちで考えて活動できる行事やイベントをふやしてほしい 38.8% 43.1% 52.4%

13．学校生活の決まりやルールについて、自分の考えや意見を聞いてほしい 11.2% 19.0% 9.5%

14．学校の校舎や体育館を新しくしてほしい 50.0% 22.4% 38.1%

15．放課後や休日に、友達と勉強やおしゃべりができる場所がほしい 53.4% 46.6% 52.4%

その他 1.7% 1.7% 14.3%

無回答 2.6% 1.7% 0.0%



（１）中学生アンケート

５．中学生の意向
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③学校生活の中で、できるようになりたいことや、身につけたい力

・３校共通して「基礎的・基本的な知識・技能」、「考える力・思考力」が期待

されています。

西郷第一中学校 西郷第二中学校 川谷中学校

1．基礎的・基本的な知識・技能 69.8% 74.1% 81.0%

2．考える力・思考力 68.1% 75.9% 57.1%

3．自ら学ぶ力 51.7% 60.3% 47.6%

4．言われたことを正確に行う力 36.2% 46.6% 38.1%

5．タブレットなどを学習等で活用する力 24.1% 34.5% 0.0%

6．外国語によるコミュニケーション能力 50.0% 62.1% 57.1%

7．西郷村の歴史や産業、自然など、ふるさとに関する知識 13.8% 19.0% 19.0%

8．新しいものや考えを生み出す創造的な力 24.1% 48.3% 52.4%

9．自分には良さがあると認める力 25.0% 36.2% 28.6%

10．ものごとをやりとげるねばり強さ 37.9% 56.9% 52.4%

11．ものごとを計画的に取り組む力 36.2% 58.6% 47.6%

12．失敗をおそれず、ちょう戦する力 51.7% 69.0% 52.4%

13．自分の生き方や進路について考える力 38.8% 41.4% 38.1%

14．相手に伝わるように自分の考えを表現する力 37.9% 48.3% 47.6%

15．友達の大切さを認め、多様な意見や考えを尊重する力 42.2% 58.6% 33.3%

16．自分の良さを生かし、他の人と協力して取り組む力 31.9% 37.9% 33.3%

17．社会生活に必要な常識やきまりを守る力 29.3% 41.4% 33.3%

18．集団の中で意見をまとめていくリーダーシップ 40.5% 39.7% 42.9%

19．自分が困ったときに他の人に助けを求める力 34.5% 50.0% 33.3%

その他 0.0% 1.7% 4.8%

無回答 0.9% 0.0% 0.0%



（１）中学生アンケート

５．中学生の意向
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④部活などを通して、学びたい・身につけたいこと

・３校共通して「試合やコンクール等で良い成績をあげたい」が期待されています。

西郷第一中学校 西郷第二中学校 川谷中学校

1．ルールや技術等の基本を身につけたい 53.4% 62.1% 42.9%

2．体力や楽器演奏などの技術を向上させたい 46.6% 48.3% 47.6%

3．試合やコンクール等で良い成績をあげたい 59.5% 67.2% 47.6%

4．高校や大学の進学に役立てたい 37.9% 41.4% 42.9%

5．スポーツや音楽等の自分が好きなことを楽しみたい 49.1% 58.6% 28.6%

6．クラスや学年を超えた友人をつくりたい 44.0% 34.5% 14.3%

7．スポーツマンシップや団体行動を身につけたい 41.4% 37.9% 38.1%

8．強い精神力を身につけたい 62.1% 58.6% 71.4%

その他 0.0% 1.7% 9.5%

無回答 1.7% 1.7% 14.3%



（１）中学生アンケート

５．中学生の意向
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⑤将来、生徒数やクラスが少なくなり問題と思うこと

・３校共通して「クラブ活動や部活動の種類が少なくなるかもしれない」、「運

動会や文化祭、遠足、修学旅行などの行事が小さくなったり、できなくなった

りすることがある」に不安がみられます。

西郷第一中学校 西郷第二中学校 川谷中学校

1．学年によってはクラス替えができないことがある。 47.4% 46.6% 23.8%

2．他のクラスと競争したり、協力したりする機会が少なくなる。 51.7% 58.6% 19.0%

3．勉強のレベルに合わせた授業（習熟度別授業）などがやりにくくなることがある。 19.0% 34.5% 42.9%

4．クラブ活動や部活動の種類が少なくなるかもしれない。 60.3% 70.7% 61.9%

5．運動会や文化祭、遠足、修学旅行などの行事が小さくなったり、できなくなったりす
ることがある。

56.9% 72.4% 66.7%

6．男子と女子の人数のバランスがかたよってしまうことがある。 44.8% 67.2% 33.3%

7．先輩や後輩との関わりが少なくなって、学習や進路の参考になる人が少なくなるか
もしれない。

31.9% 48.3% 23.8%

8．体育のチームプレーや音楽の合唱・合奏など、大人数でやる授業がやりにくくなるこ
とがある。

45.7% 65.5% 42.9%

9．みんなで協力して考えるような授業で、取り上げられるテーマが限られてしまうこと
がある。

19.8% 50.0% 23.8%

10．勉強が得意な人の意見に、クラス全体が引っぱられすぎてしまうことがある。 21.6% 43.1% 9.5%

11．問題行動のある人がいると、クラス全体のふん囲気に大きくえいきょうすることが
ある。

37.1% 55.2% 33.3%

12．いろいろな人の意見が出にくくなって、授業が進めにくくなることがある。 25.9% 51.7% 19.0%

13．先生との距離が近くなりすぎて、ちょっと気をつかうことがある。 16.4% 25.9% 19.0%

14．クラスの数が少なくなっても特に問題はない。 12.1% 6.9% 14.3%

無回答 2.6% 0.0% 9.5%
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・中学校では、教科担任制の運用や部活動の実施など、生徒数減少による影響

を受ける要素が多く存在します。

・中学生の描く望ましい教育環境をより丁寧に把握するため、生徒を対象とし

たアンケート及びワークショップを実施しました。

表 中学生ワークショップ開催概要

５．中学生の意向

（２）中学生ワークショップ

日時 参加者 参加者数

西郷第一中学校 令和7年7月8日 3、4時限 3年生 121名

西郷第二中学校 令和7年7月15日 2、3時限 2年生 58名

川谷中学校 令和7年7月15日 5、6時限 1、2、3年生 27名



（２）中学生ワークショップ

５．中学生の意向
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全体で共通する良いところ 全体で共通する困ったところ

・生徒同士の仲が良い

・先生が親しみやすく生徒に寄り
添ってくれる

・行事が多く様々な体験ができる

・給食が美味しい

・地域の方との交流の機会がある

・廊下や講堂などエアコンのない
環境がある

・部活動の種類が少ない

・通学路が安全でない（熊や車）

・良いところとしては、生徒同士の仲の良さや先生との関係、地域との交流と

いった他者との関わりに対する肯定的な意見が全体を通してみられました。

・困ったところとしては、学校の設備不足や部活動の種類が少ないことなどが

主に挙げられていました。

【テーマ１ 良いところ・困っていることは？】



（２）中学生ワークショップ

５．中学生の意向

37

【テーマ２こんな学校だったら良いな】



６．西郷村学校教育環境が抱える課題
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①児童生徒数の減少への対策が必要

児童生徒数の減少により、以下のような影響が懸念されます。

✓集団学習機会の減少と教職員の負担増加

✓集団活動の制限

✓人間関係の固定化

✓教科担任制の運用困難と学習内容の低下（中学生）

✓部活動の制限と指導力の低下（中学生）

⇒小中学校の複式学級の解消等、小中学校の小規模化への対策が必要



６．西郷村学校教育環境が抱える課題
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②将来の児童生徒数を見据えた学校施設の効率的な整備が必要

小中学校では、校舎や屋内運動場等の老朽化が進行しており、児童生徒の

安全性や快適性への影響が懸念されます。

⇒実情を踏まえ学校の適正な配置を検討し、効率的に新しい学校施設を

整備していくことが必要

③家庭・地域と学校の連携の維持が必要

地域住民の人口減少、高齢化の進行により、見守り活動・ボランティア

の担い手不足が懸念されます。

⇒担い手の確保と育成が必要

また、将来にわたって生徒がスポーツや文化芸術活動を続けられるよ

う、地域で行うクラブ活動への移行が進められています。

⇒活動を支える人材の育成や、安定的な活動場所の確保が必要



７．西郷村の教育環境のあり方に関する基本構想（案）
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（２）基本目標

自らを高め、共によりよく生き、未来を創造する人を育む学校教育環境

①教職員の適正な配置

②教育支援スタッフの充実

③自主性を育てるカリキュラムの充実

④みんなで考え、課題を解決する力の育成

⑤国際化への対応

子どもたちにとって魅力的な
学びやすい学校づくり

基本方針１

（３）望ましい学校教育環境の基本方針

「自立」、「共生」、「創造」

（１）基本理念



７．西郷村の教育環境のあり方に関する基本構想（案）
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①将来の児童・生徒数を見据えた学校施設の効

率的な整備

②柔軟で居心地の良い学習空間の整備

③地域に開かれた学校としての整備

①地域学習の充実による郷土愛の醸成

②地域産業と連携したキャリア教育の推進

③部活動の地域移行に対応した教育環境の整備

④放課後・休日の居場所づくり

⑤安全な通学環境の整備

安全で安心な居心地の良い
学校づくり

未来の地域を担う子どもを
育む学校づくり

基本方針３

基本方針４

（３）望ましい学校教育環境の基本方針

①多様な交流機会の創出

②子どもが主体となる行事・特別活動の充実

③人や物を大切にする心の育成

④部活動の充実

一人一人の可能性を伸ばし
人間力を育む学校づくり

基本方針２



（３）望ましい学校環境を確保するための方針

７．西郷村の望ましい学校教育環境
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基本目標および基本方針で示した教育環境を提供するためには、

標準規模の学級数（12～18学級）を確保することが必要です。

このため、必要な学級数が確保できるよう、中学校の再編を優先的に進め

ていくこととします。

さらに、小学校においては、児童数の減少に伴う複式学級の増加、小田倉

小学校及び羽太小学校の施設老朽化等の課題が顕在化していく可能性があり

ます。

これらの状況を踏まえ、段階的かつ計画的に小学校再編に関する検討を推

進していくこととします。



（１）中学校

８．西郷村立学校統合再編方針（案）
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【西郷第一中学校】

校舎の老朽化により早急な改善が必要。

【西郷第二中学校】

生徒減少が進行し、教員配置や部活動

などの集団活動が困難化等、学校の

小規模化への対策が必要。

【川谷中学校】

複式学級解消のための対策が必要。

課題（まとめ）

・文部科学省は令和8年度から中学校を

段階的に「1クラス35人学級」へ移行

予定。

・情報化・国際化への対応や多様な教

育ニーズに応える環境整備が必要。

環境変化

・中学校を１校に統合し、新校舎建設を優先して進めます。

学校統合再編方針



（２）小学校

８．西郷村立学校統合再編方針（案）
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【羽太小学校】

・複式学級の解消が必要。

【川谷小学校】

・特認校制度を利用して通学する児童（生徒）はいるものの、複式学級は解消さ

れておらず、今後、さらに児童数が減少する見通しであることから、対策が必要。

課題（まとめ）

川谷小学校を小田倉小学校へ統合、羽太小学校を熊倉小学校へ統合し、

小学校を３校とします。

・羽太小は、150年の歴史を持ち、地域コミュニティの拠点であることから、

地域と丁寧に協議し、合意を得ながら、再編に向けた検討を進めます。

・川谷小は、地域との丁寧な協議をし、合意を得るとともに、特認校制度を

利用する児童へ配慮しながら、再編に向けた検討を進めます。

学校統合再編方針
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ご清聴ありがとうございました


